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研究成果の概要（和文）：本研究は，アクセシブルデザインの理念に基づく晴盲共用の触知シンボルの形状リス
トの作成とその識別し易い寸法を調べることを目的とした．具体的には，まず，ボディソープの識別表示の新た
な触知シンボルの規格策定に至る過程で行った触知シンボルの識別実験の研究成果を取りまとめ，今後類似の規
格策定の際の一助となる知見を提供した．また，視覚障害者団体からは今後新たな触知シンボルを識別表示とし
て提案することを想定し，実用的な触知シンボルの形状のリストを当事者と協議の上で作成し，それらの識別容
易性についての評価した．これらの知見は今後触覚を活用した新たな規格策定の際に有用な知見となるであろ
う．

研究成果の概要（英文）：In this study, list of tactile symbols based on accessible design were 
created and also easily their identification sizes were examined. Concretely, our research results 
about examination of original body soup tactile symbol were compiled for providing knowledge that 
will help in formulating similar tactile standards based on accessible design. A list of practical 
tactile symbol shapes in consultation with the visually impaired persons was created and their 
discriminability was evaluated for proposing new tactile symbol in the future. These knowledge will 
be helpful for discussing display method of new tactile symbol for visually impaired persons.

研究分野： 人間情報工学，人間工学

キーワード： アクセシブルデザイン　　晴盲共用　　触知シンボル　　サイズ　形状
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
情報入手障害といわれる視覚障害者への

配慮は早急に対策が必要な課題とされ，高齢
者及び障害のある人々のニーズに対応した
規格を作成するために日本が提案し ISOで承
認された配慮設計指針（ISO/IEC ガイド 71）
に基づいた様々な規格が制定されてきてい
る．筆者らは，点字の表示法に関する日本工
業規格（JIS）や国際標準規格（IS）の制定
に，自らの研究を通して深く関わってきた．
具体的には，日本工業規格や国際標準規格の
検討委員会において点字形状計測データの
提供や点字の読み易い寸法の知見の提供を
行ってきた．また，触知案内図の表示法の国
際標準規格については，日本のエキスパート
として触知案内図の触読性に関する知見を
提供してきた．最近では，点字の読めない視
覚障害者でも利用可能な情報保障のサービ
スとして，ISO11156（包装容器）に基づいて
一般消費生活用品の包装容器内の内包物の
識別表示のための触知シンボル（図 1）が付
されるようになってきている．また，
ISO11156（包装容器）の改訂作業が行われ，
筆者らはシャンプー，リンス，ボディソープ
の識別に関して，ボディソープの識別表示の
新たな触知シンボル（図 2）を視覚障害当事
者団体と包装容器の工業団体と連携して
ISO11156（包装容器）の中で規定として含め
ることに大きく貢献した．この触知シンボル
は，視覚障害者のみならず，晴眼者からも一
日でも早く包装容器に付されることが期待
された．また，ボディソープの識別表示の新
たな触知シンボルの規格策定に至る過程で
行った触知シンボルの識別実験の研究成果
を学術的に取りまとめ，今後類似の規格策定
の際の一助となるようにして欲しいとの要
望が当該領域の関係者から寄せられた．そし
て，視覚障害者団体からは今後新たな触知シ
ンボルを識別表示として提案することを想
定した場合に，実用的な触知シンボルの形状
のリストを当事者と協議の上で作成してお
くと良いとの意見ももらった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 触知シンボルの例 
 
 
 
 
 
図 2 ボディソープのポンプ上に付される 

識別表示の新たな触知シンボル 

２．研究の目的 
本研究では，アクセシブルデザインの理念

に基づく晴盲共用の触知シンボルの形状リ
ストの作成とその識別し易い寸法を調べる
ことにした．具体的には，まず，ボディソー
プの識別表示の新たな触知シンボルの規格
策定に至る過程で行った触知シンボルの識
別実験の研究成果を取りまとめ，今後類似の
規格策定の際の一助となる知見を提供する．
また，視覚障害者団体からは今後新たな触知
シンボルを識別表示として提案することを
想定し，実用的な触知シンボルの形状のリス
トを当事者と協議の上で作成し，それらの識
別容易性についての評価する． 
 

３．研究の方法 
ボディソープの識別表示用触知シンボル

の識別実験に関して，ボディソープのポンプ
式容器の天面上に付される触知シンボルに
ついての視覚障害者に対するヒアリングを
通じて視覚障害者から挙げられた触知シン
ボルに関する識別容易性を評価した実験の
方法について述べる．具体的には，ボディソ
ープ，シャンプー，リンスの 3つのボトルの
識別における触覚的な情報提示による識別
容易性の向上への視覚障害者からの要望に
基づいて，ボディソープ，シャンプー，リン
スの 3つのポンプ式容器の天面の識別実験を
行った．本実験では，6 名の視覚障害者に実
験参加者としての協力を得た．提示刺激であ
る触知シンボルについては，図 3に示す①～
⑥の 6種類の記号を用いた．これらの触知シ
ンボルの考案に際して，視覚障害者団体（日
本盲人会連合），社会福祉法人（日本点字図
書館）に勤務する視覚障害当事者の職員，視
覚障害者支援技術に関する学識経験者を対
象として行ったヒアリングに基づいて，シャ
ンプーのポンプ式容器の天面に付された触
知シンボルと識別することができそうな記
号という観点から 6種類の触知シンボルを用
いることにした．個々の触知シンボルについ
て，触知シンボル①は，視覚障害者用オセロ
ゲームの白黒の円状の面に施された凸線を
基に候補として挙げられた．触知シンボル②
は，形状としてわかり易い単純幾何学形状の
正方形から成る触知シンボルが候補となっ
た．触知シンボル③は視覚障害者用腕時計の
文字盤に付された凸記号を参考として候補
に挙げられた．触知シンボル④は，情報端末
や家電製品等に貼って触覚で確認すること
のできる凸点シールを基に挙げられた．触知
シンボル⑤は，図 4に示すシャンプーの触知
シンボルに直行する 2本の線分から成るとい
う特徴的な触知シンボルが挙げられた．触知
シンボル⑥は，触知シンボル⑤を正方形で囲
んだ形状から成る触知シンボルである．シャ
ンプー容器に付された触知シンボルと識別
可能であるかという観点から，以上のような
6 種類の形状の触知シンボルを提示刺激とし
て用いて実験を行うこととした．なお，これ



らの触知シンボルは，紫外線硬化樹脂インク
を高精度に制御しつつ塗布することのでき
るプリンタを用いて直径 22 mm の円形のシー
ル上に印刷し，内容物が入っていない空の容
器（吉野工業所社製）のポンプ天面に貼付し
て実験に用いた．紫外線硬化樹脂インクを使
用した理由は，ボディソープの容器として実
際に使用される素材と同等の剛性を有して
おり，なおかつ提示刺激として用いる触知シ
ンボルのサンプルを任意の形状で作成でき
るためである．実験に用いたシャンプーの触
知シンボルの寸法とリンス容器のポンプ天
面は，図 4に示す通りである．シャンプーに
ついては，JIS S 0021 に触覚識別表示の例と
して示されている「ポンプ天面のぎざぎざ」
に基づき，実際に市販されている製品の寸法
を参考にして作成した．リンスについては，
何も付していない円形シールのみをポンプ
天面に貼付した．実験手順に関しては，実験
開始前に実験参加者に対して実験の内容及
び手順を口頭で説明して同意を得るととも
に，実験参加者が実験手順を十分に理解して
実験が淀みなく行えるようにした．その後，
ボディソープ，シャンプー，リンスの各容器
を試行ごとにランダム順に並べた机の前に
実験参加者を座らせ，実験参加者が無理な体
勢をせずともポンプ天面に付された触知シ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3  実験に用いた触覚記号と寸法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4  シャンプーの触覚記号の寸法とリンス

容器のポンプ天面 

ンボルを自然に触察できるように容器の位
置を調整した．触察は，両方の手指を使って
自由に行うように教示した．実験手順につい
て，まず，実験者は，実験参加者の準備が整
った段階で開始の合図を行い，実験を開始さ
せた．実験参加者は 3つの容器のポンプ天面
に付された触知シンボルを指腹等で自由に
触察し，ボディソープ，シャンプー，リンス
のいずれに該当するのかがわかった時点で
手指を触知シンボルから離させた．この際，
はじめに触れる触知シンボルは指定せず，触
察する順番も実験参加者の任意とした．その
後，3 つの各容器がボディソープ，シャンプ
ー，リンスのどれであるのかということと，
各触知シンボル同士の主観的な識別のし易
さについて口頭で回答を得た．識別のし易さ
については，5段階の等間隔尺度（1：識別し
難い～5：識別し易い）を用いて回答させた．
なお，実験後に参加者に対して口頭での自由
回答によるヒアリングも行った． 
続いて，触知シンボルの形状のリストと識

別容易性の評価実験について述べる．具体的
な方法としては，視覚障害者団体からは今後
新たな触知シンボルを識別表示として提案
することを想定し，実用的な触知シンボルの
形状のリストを当事者と協議の上で作成し，
それらの識別容易性についての評価した．こ
こでは，前述の実験の結果，評価が高かった
触知シンボル①～③に加え、単純幾何学図形
等からなる触知シンボルの形状のリストを
視覚障害者当事者との協議により作成した．
識別し易いサイズの評価については，中途視
覚障害者を利用者として想定し，実験参加者
として晴眼者にアイマスクを着用してもら
うことでサイズの異なる触知シンボルを識
別する実験を行った．識別実験の評価指標は，
正答率及び識別時間，確信度の 3つの指標を
用いた． 
 
４．研究成果 
ボディソープの識別表示用触知シンボル

の識別実験に関して，図 5にボディソープと
シャンプーの各ポンプ天面の触知シンボル
の識別のし易さの結果を示す．図中のエラー
バーは標準偏差を示しており，数値が高いほ
ど識別し易いことを表す．分散分析に統計処
理の結果，触知シンボルの主効果が有意であ
った［F(5, 30) = 13.48, p < 0.001］．そこ
で，多重比較を実施した結果，触知シンボル
①～④では，触知シンボル⑤及び⑥に対して
有意に識別のし易さは高かった（すべて p < 
0.001）．図 6にボディソープのポンプ天面の
触知シンボルとリンスのポンプ天面の識別
のし易さの結果を示す．分散分析の結果では，
ボディソープの触知シンボルの主効果は認
められなかった（p = 0.27）．傾向としては，
触知シンボル①～③で比較的識別し易く，触
知シンボル④～⑥では比較的識別し難いこ
とがわかった．図 7にシャンプーのポンプ天
面の触知シンボルとリンスのポンプ天面の



識別のし易さの結果を示す．いずれの触知シ
ンボルにおいても，すべての実験参加者から
シャンプーとリンスは識別し易い（評定点 5）
との回答を得た．以上の結果をまとめると，
触知シンボル①～③では、ボディソープとシ
ャンプー及びリンスとの識別もし易く，なお
かつシャンプーとリンスの識別のし易さに
も影響を及ぼさないことがわかった．なお，
実験後に参加者に対して行った口頭での自
由回答によるヒアリングでは，触知シンボル
③は指先への刺激がはっきりとしていてわ
かり易く，識別がしやすかったとのコメント
を得た．一方，数名の参加者からは，触知シ
ンボル①及び②は形状が複雑であるため，濡
れた手指で素早く識別することは難しい可
能性があるとの意見が出された．また，触知
シンボル⑤や⑥は，最初に指先に触れる位置
や触る向きによっては，シャンプーの触知シ
ンボルと間違い易いのではないかとのコメ
ントを得た．これらの結果より，触知シンボ
ル①～③はシャンプー及びリンスとの識別
がし易く，とりわけ，触知シンボル③は視覚
障害者から好意的な意見が多いことがわか
った．以上の結果より，触知シンボル③は視
覚障害者から高い評価が得られた．触知シン
ボル③は，直径 1 mm の凸点が同心円状に 12
個配置されている．一方，その他の触知シン
ボルは，主に凸状に浮き出した線で構成され
ている．このような凸状の点や線の触知覚に
関わる皮膚機械受容単位は，メルケル触盤等
で構成される SAI（Slowly Adapting type I 
unit）であるといわれている．そして，この
SAI は，皮膚に押込まれた刺激の押込み深度
に応じて神経インパルスの発火頻度が高く
なる．そのため，直径 1 mm の凸点で構成さ
れている触知シンボル③では，触察時に指先
の皮膚が局所的に大きく変形していたこと
で，SAI における神経インパルスの発火頻度
が高くなり，比較的高い識別のし易さが得ら
れたのではないかと考えられる．また，触知
シンボル③では凸点が散在して多いため，能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図5  ボディソープとシャンプーの各ポンプ

天面の触覚記号の識別のし易さ 

動触により皮膚への多点刺激（あるいは時間
的に頻度が高い刺激）が生じることによる神
経インパルスの発生頻度が多くなったこと
もこうした結果に関係していると考えられ
る．以上のことから，本実験では，ボディソ
ープのポンプ容器の天面に付される触知シ
ンボルについて，視覚障害者に対するヒアリ
ングを通じて視覚障害者から挙げられた触
知シンボルに関する識別容易性を評価した．
実験の結果，凸点を同心円状に配置した触知
シンボル③では，シャンプー及びリンスとの
識別もし易く，なおかつシャンプーとリンス
の識別のし易さにも影響を及ぼさないこと
がわかった．なお，これらの結果を基に，関
連する業界団体（日本化粧品連絡工業会）に
おいて検討委員会を設けて議論を進めたと
ころ，触知シンボル③は，次のような課題が
あることがわかった．まず，ポンプ天面だけ
ではなく，容器の側面にも同様の識別表示を
付すことのできるデザインであり，ボディソ
ープは浴室で使用されるものであるため，ポ
ンプ天面に付した際にも水が溜まり難いデ
ザインであることが必要だということがわ
かった．こうしたことを踏まえ，日本化粧品
連絡工業会から凸状の 1本線による触知シン
ボルの形状（図 8）が出され，この凸状の 1
本線による触知シンボルは，シンプルな形状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図6  ボディソープのポンプ天面の触覚記号

とリンスのポンプ天面の識別のし易さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図7  シャンプーのポンプ天面の触覚記号と

リンスのポンプ天面の識別のし易さ 



で，ボディソープ容器を製造する上で側面に
も同様の識別表示を付すことが可能であり，
浴室で使用する場合でも記号の間に水等が
溜まり難いデザインであるとの理由から，実
使用場面を想定した新たな触知シンボルの
有力案となった．そして，触知シンボル③と
図 8の触知シンボルを比較する実験を行った．
その結果，実際にボディソープを製造するこ
とを想定した触知シンボル⑦は，触知シンボ
ル③と比較して，識別のし易さに顕著な差は
なく，類似した傾向になることから，識別し
易いボディソープ容器用の触知シンボルと
して触知シンボル⑦が JIS S 0021 に新たに
掲載されることになった．現在では，JIS S 
0021 に基づき，市販のボディソープのポン
プ天面及びボトル側面に触知シンボルが付
されている． 

触知シンボルの形状のリストとその識別
容易性の評価実験の結果については，現在，
学術雑誌への投稿準備を進めている．その概
要については，まず，前述の実験の結果，評
価が高かった触知シンボル①～③に加え、単
純な幾何学図形等からなる触知シンボルの
形状のリストを視覚障害者当事者との協議
により作成した．そのリストで挙げられた触
知シンボルについて，それぞれ複数のサイズ
の触知シンボルを作成し，識別し易いサイズ
を識別実験により明らかにした．本実験では，
中途視覚障害者を利用者として想定し，実験
参加者として晴眼者にアイマスクを着用し
てもらう方法で行った．識別実験の評価指標
は，正答率及び識別時間，確信度の 3 つの指
標を用い，識別可能な最小サイズは人の人差
し指の指腹に収まる程度のサイズであるこ
とがわかった． 
 今後は，こうした知見を学術雑誌での公表
と共に，当該領域の関係者向けの研修会やシ
ンポジウム等で情報普及に努めていきたい． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図8  新たに考案した触覚記号⑦（日本化粧 
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